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他社事例から障害者雇用を学ぶため、

― 「評価シート」により会社評価を明確に伝えることで、自己成長力を高める ―

ユナイテッド株式会社

取組み

効果

支援
内容

事業概要 ： インターネット関連ビジネス

従業員数 ： 191名（令和2年3月現在）

： 尾崎さん（総務・労務担当）

被支援者 ： 30代（精神障害）

勤続年数 ： 1年0ヶ月（令和2年5月現在）

業務内容 ： デバッグ作業、事務補助ほか

サポーター登録後の尾崎さんは月に 回、 さんと定期

面談を行い、業務面や就業環境について悩みや問題が

ないかを確認していくことにしました。しかし口数の少ない

さんから今の状況を聞き出すことはとても難しく、面談

の際には「特に問題がない」という回答がほとんどでした。

そこで、もっと上手く さんの内面を拾い上げることができ

ないかとサポーター支援員に相談すると、「面談シート」

の活用を勧められ、事前に「面談シート」を渡しておくこと

でお互いに話す内容を整理することができ、面談がスム

ーズに進むと助言されました。

「面談シート」を活用するようになってからの さんは、自

身の状況を少しずつ話してくれるようになり、また尾崎さ

んもシートに沿って質問していくことで確認事項を聞き漏

らすことがなくなりました。

事前に「面談シート」を共有することで

さんも回答しやすくなり、面談がスムーズに

サポーター

自己発信力の向上、就労意欲向上

面談シート、なんでも相談チャットの活用
評価シートによる、会社の評価可視化

サポーターの尾崎さんが勤めるユナイテッド株式会社は、

スマホ 広告の「アドテクノロジー事業」、アプリ開発の

「コンテンツ事業」、企業出資の「インベストメント事業」を

軸にインターネット関連ビジネスを展開しています。現在、

社内に精神障害のある社員が 名所属しており、システ

ムを起動・検証しバグ（不具合）を洗い出す「デバッグ

作業」のほか、事務補助業務を行っています。

尾崎さんは総務・労務グループに在籍し、障害のある

社員の採用に携わっています。当初、採用した後の労

務管理は配属部署に任せていましたが、部署で解決で

きないことがあると尾崎さんに相談がくるため、その都度、

ハローワークや定着支援事業所の担当者に助言を求め

ながら支援を行っていました。そのような状況の中で尾崎

さんは、他社はどのようにして障害者雇用に取り組んでい

るのかを知りたくなり、養成講座に参加して他社事例か

らさまざまな支援策を学びたいと考えました。

参加した養成講座では、障害特性に合わせて支援策

を考えていく必要性を知り、また他社の就労現場見学や

参加者とのディスカッションで、試行錯誤の中で行われて

いるさまざまな取り組みを聞くことができました。その後、

＜実際の面談シート＞

養成講座で学んだ経験を活かしてゲーム事業本部に所

属する精神障害のある さんを被支援者としてサポート

していくことにしました。

他社事例から障害者雇用を学ぶため、
属する精神障害のある
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尾崎さん 「養成講座に参加して良かったことは、他社のさまざまな取り組みを聞けたこと」

ちたい」という前向きなコメントがありました。 さん

自身も、障害者雇用に関する評価や処遇など、

会社がいろいろな制度を整えている状況を見て、

自分への期待と受け取ってくれているのだと思いま

す。私の使命は、 さんの前向きな気持ちに応えら

れるように、任せられる仕事をもっと社内から切り出

し、活躍の場を広げていくことだと思っています。

サポーター事業に参加して良かったことは、養成

講座で他社のさまざまな取り組みが聞けたことと、

支援期間の か月間、毎月訪問してくれるサポー

ター支援員に、迷いながらも日々行っている私の

支援策を肯定してもらえたことでした。それらは、私

の大きな安心と自信につながりました。

さんとの定期面談の際に「もっと会社の役に立

自己成長を促すために「評価シート」を導入
評価面談の実施により さんの自己肯定感

入社して半年が経ち、仕事に前向きに取り組んでいる

さんの姿を見て尾崎さんは、「長く戦力としてもっと活躍

してもらいたい」と考えていました。そのためには、仕事ぶり

を正しく評価し、それに見合った給与体系にしていくため

の「評価制度」が必要であると考えました。そこで、サポー

ター支援員から提供された業務スキルシートを参考にし

て「評価シート」を作り、それを基に、職場上長、尾崎さ

ん、 さんの 人で面談を行い、会社の評価と自己評価

について確認をしていきました。すると さんが〝できてい

ない”と感じていても上長は〝できている“と評価している

項目も多くあり、上長から「もっと自分に自信を持ってい

い」と励ましの言葉がありました。その言葉を受けた さん

から、「新たな業務にチャレンジしてみたい」という前向き

な決意が表明され、尾崎さんは、褒めること、評価を伝

えることで自己肯定感が高まり、自信につながっていくこと

を実感しました。

「面談シート」の活用により尾崎さんは、 さんが見えな

いストレスを抱えていることに気づき、業務上の悩みや困

ったこと、ストレスに感じたことをタイムリーに把握して素早

くフォローしていくことが、 さんの心の安定につながると考

えました。そこで、パソコンのチャット機能を使えば、部署

やフロアが違っていてもタイムリーにコミュニケーションができ

ると考え「なんでも相談チャット」を開設しました。グループ

のメンバーには、広い視野でアドバイスしてくれる総務・労

務グループの責任者と、 さんと同期入社であり精神障

害のある さんにも加わってもらい、計 名でスタートする

ことにしました。

口下手な さんでしたが、チャットでは業務上の悩みや

相談事などをいろいろと発信してくるようになり、また尾崎

さんもパソコン上であれば自席でタイムリーに返信ができ

るため、以前よりもサポートしやすくなりました。また さん

も、自身の不安や困り事をチャットで発信してくるようにな

り、互いの状況を共有する機会が増えてきました。

後日、サポーター支援員から、「なんでも相談チャット」

は理にかなった支援策だと支持されたことで、尾崎さんは

自分の支援に自信を持つことができるようになりました。

口頭発信が苦手な さんでも相談しやすいように

「なんでも相談チャット」をパソコン上に開設

いま さんは、毎月行われる他部署とのランチ会にも積

極的に参加し人脈作りを行っています。尾崎さんはそん

な さんの様子を見て、会社への帰属意識も高まってき

たと感じています。尾崎さんは さんがさらに成長していけ

るように、社内における障害者雇用のあり方や評価制度

＜実際のなんでも相談チャット＞

＜実際の評価シート＞

るように、社内における障害者雇用のあり方や評価制度




